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吉田忠生存: エツキイワノカワ(紅藻，イワノカワ科)について

Tadao YOSHIDA*: On the structural characteristics of Peyssonelia 

caulifera OKAMURA (Rhodophyceae， Squamariaceae) from Japan 

UKAMURA1) は相模・房州の材料に基いてエツキイワノカワ Peyssoneliacaulifera 

を新種として記載し， 1903年に標本を日本海藻標品第2集 No.82として配布した。原

記載のとき彼は P.australis SONDER， P. squamaria (GMELIN) DECAlSNEと比較し

て，前者とは体構造の違いによって，後者とは仮根細胞よりなる柄状の附着器の存在に

よって区別されるとした。

最近この類の研究を行なっている野沢2>は鹿児島県産のエツキイワノカワについてそ

の構造と生殖に関する詳細を報告し，同時に DAWSONが P.squamariaと同定した

Pacific Mexico産の標本と比較して，それらが同一であることから，P. cauliferaをP.

sqllan;ほriaの synonymであると結論した。他方， DENIZOT8)は P.cauliferaが P.

capensis MONTAGNEの synonymであるという見解を発表している。

筆者はエツキイワノカワに同定した神奈川県葉山の標本 (1974年4月.SAP-031237)， 

宮城県女川町江ノ島の標本 (1974年7月， SAP-0312(8)，エツキイワノカワの isotype

標本と，地中海を原産地とする P.squamariaの標本 (Villefranche.sur・Mer，France， 

1973年5月， SAP-030157)とを比較検討して，野沢や DENIZOTとは別の見解に達し

た。

観察

イワノカワ属 Peyssoneliaの植物体は，基質に平行して扇状'こ拡がる一層の細胞層

(基層 hypothallium)と，それより上方に向う細胞糸の集まり(上層 perithallum)か

らなる。上層の構造が単純で，無節サンゴモの場合のように表層 epithalliumが区別さ

れることはない。基層から下方には仮根を生じて基物に附着する。種類によって基層と

仮根との聞に縦断面で曲玉状にみえる 1-2細胞からなる層 (inferiorperithallium)を

区別できることがある。

1. 葉山および宮城県産のエツキイワノカワ

石灰質沈積:体の断面をみると Fig.1Aに示すように体の下面の仮綴の基部に印~
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2 藻類第23巻第l号昭和50年3月

Fig. 1. PeyssoneUa caulife1'a Okamura 
A. Longitudinal section of the thallus， showing the mode of calcification 
B. Calcified nodules in the middle part 01 perithallium 

80μmのj享さに不定形の石灰質の層が断続して存在し，仮根はその石灰質・の庖を貫通し

て伸びている。{本下面の石灰化は体の縁辺のわずかの部分を|徐いて全面にわたってい

る。また上屈の中部には細胞内に長さ 20μm，Ililii 8μmくらいの米粒状の塊として石灰

質の沈積がみられ，これは細胞側壁から発達して細胞内容を片側に圧し附けたようにな

る。 このような塊が lカ所にしばしば10個以上集まっている (Fig.lB)。石灰質集塊は

上層の基部や表面近くを除いて中央部に散在する。 aragomteといわれるこの石灰質は

1希酸で容易に溶解し，}此灰液で処理したり，酸性の染色液を用いたフ。レパラートではど
の部分に石灰質があったのかわからなくなる。

体構造:;!Jl;眉の各細胞はその先端に近い在日分の下面から l個のliiJ玉状の細胞を生じて

いる。その殆どすべてからー列細胞で[1寺に分校する仮根を生ずる。仮根は多数集まって

柄状の附着器を構成することもあるが，柄状附着器がすべての個体に認められるという

ことはない。ことに深処に生育するものでは仮根が短かく ，それが集まって附着器を形

成するととは殆んどない。

上層の細胞糸の基苦s細胞 (cellulecoxale)は基層の細胞の先端に近い上面から生じ，

基層の細胞とだいたい同長である (Fig.3B)。基部細胞の頂部で分校が行なわれる。上

層の細胞糸は弓形に曲っていて，基庖との角度は基部細胞の場合 350前後であるが，細

胞の長さは末端部すなわち体上面に近づくに従って短かくなり，表面近くでは縦断面で

正方形に近くなって表面に垂直に並ぶ。隣接する基層の細胞列から生ずる上層の細胞糸

が混み合って，表面から見た細胞の配列J土生長縁辺近くでも不規則である。

体上面の nemathecia中に作られる四分胞子漢は長精円形で長さは1協の5倍程度であ

る。

各部分の大きさ等は Tabl巴 1に示す。
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吉田.エツキイワノカワについて

Jlljt雄の個体は得られなかった。

Table 1. ComDarison of characters between 

PeyssoJleLia sqllo川町iaand P. caultfel"a 

Thallus thickness 

Terminal cell of 
perithallium 

Basal cell of 
perithall ium 

Hypothallium cell 

Rhizoid 

P. caultfera 

160-300μm 
mean 250μm 

7.5-12.5μm high 
7.5-12.5μm wide 

45μm long 
13.5μm wide 

40μm long 
10 μm wide 
20μm high 

8μm in diameter 

2. エツキイワノ カワの基準標本

P. sqllarnaria 

85-225μm 
mean 170μm 

14μm high 
16μm wide 

28μm long 
21μm wid巴

55μm long 
16μm wide 
25μm high 

18μm in diameter 

3 

OKAMURAl)はエツキイワノカワの typ巴を指定していない。現在北大に保管されて

いる岡村コレクションの中で，Peyssoneliaのカバーに入っていて関係があると恩われ

るのは 1枚のシートのみである。それには日本海藻標品第2集 No.82 (1898年 9月江

ノ島，打上)の標本がラベルと共に貼ってあ~ ，左側には小封筒に入った明治31年(江

ノ島)と明治33年(江ノ島)の採集品が貼Pつけてある。 これらはいずれも外形が原記

載のときの図 (OKAMURA1899， Pl. 1，五gs.26，27)に一致せず，holotypeと認定する

ことができない。 他にもそれに相当する標本がないので，日本海藻標品 No.82を 1S0・

typeと考え，同ギ「コ レクションに入っているものの 1つ (Fig.2)を lectotypeとして

Fig. 2. Lectotype of Peyssonelia cauli.fera Okamura 
Algae ]aponicae Exsiccatae No. 82 (Washed ashore; Enoshima (Sagami) Sept.. 1898) 
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4 藻類第23巻第1号昭和50年3月

選定するのが妥当であると恩われる。野沢2)もこの標本を調べている。産地として房州

も記述されているが，原産地は相模江ノ島ということになる。この標本は直径約 4cm

の扇状で半円形に近い。表面は滑らかで同心円状の横縞があり，縁辺はわずかに裂け，

乾燥して表面の方に反転している。中央部はレンガ色であるが縁辺部は黄色味を帯びて

いる。裏面は淡い土色で，中央部には仮根の集まった附着器がある。

切片を作って観察すると，体の厚さは最も薄いところで 80pm，厚いところで220μm

である。仮根の直径は8-9μmである。体の構造は上記の葉山産のものと同じである。

石灰質沈積は体下面と，上層中部の米粒状集塊が明らかに認められる。

Fig. 3. Comparison of the structure 01 the thallus 
A. p，りssoneliasq回 maria，from Villefranche， France 
B. P. caulifera， from Hayama， ]apan 
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吉田:エツキイワノカヲについて 5 

3. Villefranche産の Peyssoneliasquamaria 

1四97河3年5月に地中海治岸の Vi日llef台ra叩nche珂e.su町1汀r

Uい、ただいた P.sψ叫marηiaの標本 (SAP0ω30侃157)は直径 2-3cmの未熟体である。

乾燥すると表面は暗赤掲色，裏面は仮根のために薄茶色である。体の厚さ等の測定値は

Table 1に示した通りである。

石灰質沈積は全くない。基層の下に曲3t状の細胞があって，そのうちあるものから直

径 18μmくらいの仮根を生じている。エツキイワノカワのようにその殆んどすべてか

ら仮根を出すことはない。仮根はー列細胞で時に分校しているが，集まって附着器を作

ることはない。上方へ向う上層の細胞糸の基部細胞 (cellulecoxale)は基層の細胞に較

べて短かい。上層の細胞糸は下部で数回分校して，あまり弓形に曲らず表面に達する

(Fig. 3A)。表面観で細胞は平行に並んでいることがわかる (BOUDOURESQUEet 

DENIZOT4l， Fig. 8)。

これらの点はすべて従来の記述や図と一致する。

考察

OKAMURAl)は原記載では石灰化のことに触れていないが，日本海藻誌 p.494日にお

いては“殆んど石灰質を含むことなく"と述べている。しかし野沢田は“石灰は peri-

thallusの中央部と rhizoidの部分に沈積する"と述べている。筆者の観察も野沢と同

様であって，このような石灰質沈積の状態は lectotypeとした岡村の標本その他につい

ても必ず認められ，エツキイワノカワの特徴の 1つであるといえる。

Peyssonelia属において石灰質沈積の状怨は 1つの重要な種段階の特徴と考えられへ

P. rubra (GREvILLE) J. AGARDHのように cystolithと呼ぶ石灰化した細胞をもつも

のや，P. polymorpha (ZANARDlNI) SCHMITZのように体全部に石灰質を沈積する場合

などもある。大多数の種類においては，体下面に石灰質の層を生じて仮根がそれを貫通

する状態になっている。上層の中部に上述のような石灰質の小塊を含む場合は P.

capensz・5でも認められている。 DENIZOTSl(Figs. 47， 48)が P.capensisで示した状態

はエツキイヲノカワの場合とよく似ていると思われる。彼が P.capensisで観察したよ

うな nematheciaを構成する側糸の部分における石灰化はエツキイワノカワでは認めら

れなかった。このように Peyssoneli・a 属の種には多少とも石灰質をもったものが多い

が，P. squamaria，及び P.coriacea J. FELDMANN土全く石灰化していないのが特徴

である。

邦産のエツキイワノカワの場合，基層と仮根との聞に曲玉状の細胞の一層があるとい

えるが，その殆んどすべてから仮根が出ているため，その存在は P.squamariaや P.

coriaceaほどはっきりとは区別しにくい。しかしこの細胞が比較的短かく，またや』厚

い細胞間物質にその大部分が埋まっており，それから生ずる仮根の細胞とは形が異なっ
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6 藻類第23巻第l号昭和50年3月

ている (Fig.3B)。

基層の細胞と，それから上方に出る上層の細胞糸の基部細胞 (cellulecoxale)の形は

Fig. 3に見られるように P.squamariaとエツキイワノカワで異なっているし，上層

と基層の角度や上層細胞糸の分枝の状態にも差がある。これらの点はDENIZOT町の図示

した P.capensis (Fig. 107)とも明らかに差異があると思われる。

Table 1で明らかなように基層の細胞は P.squamariaの方が大型であるし，仮根の

直径もエツキイワノカワの2倍以上ある等，全般に大きさに違いがある。上層細胞糸の

基部細胞は P.s伊叫mariaの方が太くて短かく，前方に細胞が切P出されて分校する。
エツキイワノカワにおいては上層細胞糸基部細胞は細長く，その上端部で分校する。

栄養体の構造だけから見ても，エツキイワノカワは石灰化していて，基層と仮根の聞

に特別な細胞層をもっているという特徴の組み合わせを示す点で独特である。

四分胞子褒はエツキイワノカワでは幅約 12μm，長さ約 67μmの細長い梶俸状であっ

て，長さは幅の 5倍以上である。一方P.squamariaにおいては NλGELI6)の図 (Pl.9， 

fig. 25)で見ると長さは幅の2倍以内のものであって形が異なる。

精子器についても野沢の示した構造(野沢町 Fig.1H)と THURETの与えた図

(HAUCK円 Fig.7c)では異なっているように思える。

故にエツキイワノカヲ P.cauliferaは地中海産の P.squamariaや南アフリカ産の

P. capensisとは明らかに異なった独立の種であると結論される。

種々示唆を与えられたJ.FEI.DMANN教授，標本の閲覧を許され，原稿を校閲して下

さった黒木宗尚教授に謝意を表する。

Summary 

Peyssonelia caulifera， described by OKAMURA in 1899， is lectotypi五edby a 

specimen of his AIgae Japonicae Exsiccatae No. 82 which is now preserved in 

OKAMURA collection in SAP. This species has agglomerations of calcified nodules 

scattered in the middle part of the perithallium as well as the calcified stratum 

below the lower surface of the thallus， and also this species has a structural 

characteristic in that there is one layer of cells of particular form between the 

hypothallium and the rhizoid. 1t is concluded from these observations that P. 

caulifera is a well defined species in the genus Peyssonelia， in disagreement with 

the opinion of NOZAWA2) and DENIZOT8). 
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藍藻に関する本が二冊でた。

(1)は上記の4人の学者の執筆になるもので，内容は14章に分かれ，さらに末尾に56

頁に及ぶ文献欄と26頁に及ぶ索引がある。内容の概略は次のようである。形態，生殖と

分類，細胞器官の微細構造と機能，運動，生長生理，光合成，呼吸，蜜素代謝，生活環

と形能形成，淡水産藍藻の生態，海産藍藻の生態，陸生藍藻の生態，室索固定，共生，

進化と系統など。

(2)は25章と 4つの追加章から構成され，各章はそれぞれの分野の第一線の研究者の

分担執筆となっている。内容は(1 )とかなP似ている点が多いが，追加章には世界各

国における藍藻のカルチャーコレクションのリスト，実験室内における藍藻の分離と培

養法，糸状藍藻の連続培養法，Anacystis nidulansの大量培養法など技術面の解説が

あり便利である。

(千原光雄)
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